
 

平
成
２３

年
３
月
１２

日
に
、
九
州
新
幹
線(

鹿
児
島
ル
ー
ト)

博
多 

〜
新
八
代
間
が
開
業
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
九
州
新
幹
線(

鹿 

児
島
ル
ー
ト)

が
全
線
開
業
し
、
博
多
〜
鹿
児
島
中
央
間
の
所
要 

時
分
は
、
最
速
１
時
間
１９

分
に
短
縮
、
山
陽
新
幹
線
と
の
相
互
直 

通
運
転
も
実
現
し
ま
す
。
九
州
新
幹
線
は
、
整
備
新
幹
線
計
画
の
一
つ
で

あ
り
、
鹿
児
島
ル
ー
ト(

博
多
〜
鹿
児
島
中
央
間)

と
長
崎
ル
ー
ト(

西
九
州

ル
ー
ト
、
博
多
ー
新
鳥
栖
〜
長
崎
間)

が
あ
り
ま
す
。
鹿
児
島
ル
ー
ト
は
、

博
多
〜
鹿
児
島
中
央
間
を
結
ぶ
路
線
で
、
既
に
新
八
代
〜
鹿
児
島
中
央
間

が
開
業
、
「
つ
ば
め
」
が
運
行
し
て
い
ま
す
。
博
多
ま
で
の
全
線
開
業
は

３
月
１２

日
で
、
開
業
後
は
九
州
新
幹
線
内
の
「
つ
ば
め
」
の
ほ
か
、
山
陽
新

幹
線
経
由
で
新
大
阪 

ま
で
乗
り
入
れ
る
「
さ
く
ら
」
「
み
ず
ほ
」
に
よ
っ

て
運
転
さ
れ
ま
す
。
「
み
ず
ほ
」
に
よ
る
新
大
阪
〜
鹿
児
島
中
央
間
の
所

要
時
間
は
３
時
間
４５

分
、
新
大
阪
〜
熊
本
間
は
２
時
間
５９

分
と
な
る
予
定
。

博
多
〜
鹿
児
島
中
央
間
は
最
速
で
約
１
時
間
２０

分
と
な
る
見
込
み
で
す
。
新

幹
線
車
両
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
時
代
の
求
め
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
極
め
る
こ
と
」
。
最
新
の
素
材
と
先
端
工
法
を
駆
使
し
、
地
域
に
根
ざ

す
職
人
伝
承
の
技
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
新
た
な
る
新
幹
線

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

長
崎
ル
ー
ト
は
、
博
多
〜
長
崎
間
を
結
ぶ
路
線
で
、
西
九
州
ル
ー
ト
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
武
雄
温
泉
〜
諫
早
間
が
新
幹
線
鉄
道
規
格
新
線(

ス

ー
パ
ー
特
急
方
式)

で
着
工
済
み
で
あ
り
、
諫
早
〜
長
崎
間
も
着
工
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
長
崎
ル
ー
ト
そ
の
も
の
の
問
題
も
あ
り
、
着
工
が
先

送
り
さ
れ
て
い
ま
す
。 

か
つ
て
博
多
は
、
海
外
交
流
の
中
心
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
々

の
気
質
や
土
地
そ
の
も
の
が
も
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
支
え
ら
れ
て
の
発
展
で

し
た
。
そ
し
て
今
年
３
月
、
九
州
新
幹
線
の
開
通
で
日
本
が
一
本
の
線
路

で
つ
な
が
り
ま
す
。
昭
和
３９

年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
に
始
ま
っ

た
新
幹
線
の
歴
史
。
九
州
と
本
州
の
両
端
を
つ
な
ぎ
、
さ
ら
に
韓
国
高
速

鉄
道
が
昨
年
に
全
線
開
通
し
た
隣
国
、
韓
国
へ
の
流
通
の
経
路
が
繋
が
り

ま
す
。
こ
の
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
の
完
成
は
、
日
本
・
韓
国
、
強
い
て
は
ア

ジ
ア
各
国
を
結
ぶ
「
大
交
流
時
代
」
の
到
来
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

 上野動物園に中国からｼﾞｬｲｱﾝﾄﾊﾟﾝﾀﾞのｶ

ｯﾌﾟﾙがやってきます。東京都が中国から

借り受けるのは５歳の雄ﾋﾞﾘｰと雌ｼｪｲｴﾝﾆ

ｭ(日本名公募)。都は今後10年間、中国

野生動物の保護支援金年間95万ﾄﾞﾙを支

払います。ﾊﾟﾝﾀﾞの所有権は中国側にあり

ますが、赤ちゃんが生まれた場合は、2

年間、上野動物園に置くことができます。 

 ﾊﾟﾝﾀﾞは1972年、中国国交回復を記念し

親善大使として、ｶﾝｶﾝとﾗﾝﾗﾝの２頭が来

日。上野動物園には6万人もの見物客が押

し寄せました。以来、上野動物園のﾊﾟﾝﾀﾞ

は世代交代しながら、国民に親しまれて

きましたが、2008年4月にﾘﾝﾘﾝ死亡後は、

ﾊﾟﾝﾀﾞがいない状態になっていました。そ

して今年3月。3年ぶりに、またその愛く

るしい姿を見せてくれます。今また新た

な日中間の親善大使的存在と 

しての期待が高まっています。 

【
高
断
熱
・
高
気
密
の
省
エ
ネ
住
宅
の
最
適
暖
房
と

は
？
】
ど
ん
な
に
寒
い
家
で
も
、
日
が
差
し
込
ん
だ

部
屋
は
暖
か
く
な
り
、
太
陽
が
傾
く
と
部
屋
の
中
は
、

温
度
が
下
が
り
寒
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
日
差
し
の

熱
が
い
つ
ま
で
も
残
っ
て
い
れ
ば
室
温
は
下
が
ら

ず
、
暖
房
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
室
内
の
熱
は
、
壁
や
屋
根
、
窓
、
隙
間

か
ら
逃
げ
ま
す
が
、
断
熱
性
や
気
密
性
が
高
く
、
熱

を
蓄
え
る
物(

蓄
熱
材)

が
部
屋
の
中
に
あ
れ
ば
、
室

温
は
わ
ず
か
に
し
か
下
が
り
ま
せ
ん
。
ま
る
で
部
屋

自
体
が
暖
房
機
の
よ
う
な
も
の
。
熱
を
感
じ
な
い
が

寒
く
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
隙
間
風
が
出
入

り
し
、
冷
え
込
む
家
の
中
で
考
え
る
暖
房
は
、
大
き

な
熱
で
部
屋
の
空
気
を
暖
め
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

す
。
そ
こ
か
ら
脱
出
し
な
け
れ
ば
「
一
番
よ
い
暖
房
」

に
は
行
き
着
か
な
い
で
し
ょ
う
。 

【
日
本
的
暖
房
装
置
・
石
油
ス
ト
ー
ブ
】
暖
房
の
房

は
部
屋
の
こ
と
、
暖
房
と
は
部
屋
を
暖
め
る
こ
と
で

す
。
昔
の
家
は
部
屋
を
暖
め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
囲

炉
裏
や
火
鉢
の
火
で
暖
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

を
採
暖
と
呼
び
ま
す
。
日
本
の
家
は
採
暖
か
ら
暖
房

に
発
展
し
ま
し
た
が
、
暖
房
し
て
い
る
の
は
一
部
の

部
屋(

個
別
暖
房)

だ
け
で
家
全
体
を
暖
め
ま
せ
ん
。

そ
の
個
別
暖
房
の
代
表
格
が
石
油
ス
ト
ー
ブ
で
す
。

一
方
、
日
本
を
除
く
先
進
諸
国
で
は
家
全
体(

全
室
暖

房)

を
暖
め
て
い
ま
す
。
日
本
が
個
別
暖
房
な
の
は
、

家
の
断
熱
・
気
密
の
性
能
が
低
く
て
、
全
室
暖
房
を

す
れ
ば
燃
費
が
か
か
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

【
採
暖
・
暖
房
か
ら
除
寒
・
無
暖
房
住
宅
へ
】
暖
房

し
た
部
屋
で
一
番
寒
い
と
こ
ろ
は
窓
辺
で
す
。
こ
れ

を
解
消
す
る
の
が
窓
下
設
置
の
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
で

す
。
パ
ネ
ル
か
ら
暖
気
流
が
生
じ
、
ガ
ラ
ス
面
か
ら

落
ち
て
く
る
冷
気
流
を
持
ち
上
げ
、
パ
ネ
ル
の
輻
射

熱
が
ガ
ラ
ス
を
温
め(

温
輻
射)

、
冷
輻
射
を
防
ぎ
ま

す
。
部
屋
の
中
の
寒
い
部
分
を
な
く
し
、
部
屋
全
体

を
暖
め
る
ー
こ
れ
を
「
除
寒
」
と
い
い
、
断
熱
・
気

密
の
性
能
が
高
い
家
の
中
で
は
、
暖
房
で
は
な
く
除

寒
と
い
う
言
葉
が
似
合
い
ま
す
。
ま
ず
は
家
全
体
か

ら
寒
さ
を
除
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。
暖
房
装
置

以
外
に
も
人
体
や
照
明
、
様
々
な
家
電
か
ら
も
熱
が

出
て
お
り
、
断
熱
性
と
蓄
熱
性
を
高
め
れ
ば
、
小
さ

な
熱
や
日
射
で
無
暖
房
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
ス
パ
イ
ス
の
よ
う
な
快
適
を
楽
し
む
】
無
暖
房
や

除
寒
の
快
適
を
理
解
し
て
も
「
炎
の
み
え
る
よ
ろ
こ

び
」
は
別
の
快
適
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
湯
た

ん
ぽ
の
気
持
ち
良
さ
、
こ
た
つ
の
楽
し
さ
な
ど
の
「
暖

か
さ
の
よ
ろ
こ
び
」
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
「
家

全
体
に
寒
い
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
」
に
加
え
て
「
ち

ょ
っ
と
熱
を
遊
ぶ
こ
と
」
が
極
上
の
快
適
メ
ニ
ュ
ー

と
な
る
の
で
す
。 

 

 
 

   ３日 雛祭り／耳の日    １４日 ホワイトデー  
   ６日 啓蟄         １８日 春彼岸・彼岸の入り 

  １０日 東京大空襲記念日    ２１日 春分の日 

  １２日 二月堂お水取り    ２４日 壇ノ浦の戦いの日 

   

啓
蟄
は
二
十
四
節
気
の
ひ
と
つ
。
毎
年
３
月
６
日
頃
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
春
分
ま
で
の
期
間
も
啓
蟄
と

い
い
ま
す
。
大
気
が
温
ま
る
に
つ
れ
地
中
で
冬
眠
を
し
て
い
た
虫
た
ち
が
戸
を
ひ
ら
き
穴
か
ら
出
て
く
る

頃
の
意
味
。
『
暦
便
覧
』
に
は
「
陽
気
地
中
に
う
ご
き
、
ち
ぢ
ま
る
虫
、
穴
を
ひ
ら
き
出
れ
ば
な
り
」
と

あ
り
ま
す
。
柳
の
芽
が
芽
吹
き
、
ふ
き
の
と
う
の
花
が
咲
く
。
啓
蟄
は
中
国
で
は
驚
蟄
と
書
き
ま
す
が
、

二
十
四
節
気
の
名
称
の
う
ち
で
日
本
と
中
国
で
異
な
っ
て
い
る
の
は
啓
蟄
だ
け
で
す
。 

 

カ
ー
ニ
バ
ル
と
は
元
来
「
謝
肉
祭
」
の
意
味
を
持
つ
宗
教
的
な 

儀
式
で
す
。
イ
ー
ス
タ
ー(

キ
リ
ス
ト
の
復
活
祭)

ま
で
の
４０

日
間
を
禁
欲
生

活
の
期
間
と
し
て
、
そ
の
期
間
が
始
ま
る
前
の
４
日
間
を
開
放
的
な
お
祭
り

と
し
た
の
が
カ
ー
ニ
バ
ル(

謝
肉
祭)

の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
2014
年
の
サ

ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
、
2016
年
夏
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
近
年

経
済
発
展
が
目
覚
ま
し
い
注
目
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
「
リ
オ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」
、

ま
た
仮
面
で
仮
装
し
た
イ
タ
リ
ア
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
「
カ
ー
ニ
バ
ル
」
な

ど
が
世
界
的
に
有
名
で
す
。
こ
の
２
つ
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

【
リ
オ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
】
リ
オ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
は
世
界
中
で
最
も
熱
狂
的
と

い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
期
間
世
界
中
か
ら
集
ま
る
見
物
客
で
市
内
は
２
倍
に

も
３
倍
に
も
膨
ら
む
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
官
公
庁
は
休
み
。

リ
オ
の
住
人
は
大
人
、
子
供
も
各
々
の
衣
装
を
身
に
着
け
、
４
日
間
狂
っ
た

よ
う
に
楽
し
み
ま
す
。
ま
た
、
他
州
・
外
国
か
ら
も
カ
ー
ニ
バ
ル
に
参
加
す

る
人
が
た
く
さ
ん
訪
れ
ま
す
。
今
年
の
開
催
は
３
月
５
日
〜
８
日
。
カ
ー
ニ

バ
ル
と
い
え
ば
真
っ
先
に
サ
ン
バ
が
連
想
さ
れ
ま
す
が
、
サ
ン
バ
以
外
に
も

マ
ル
シ
ャ(

ブ
ラ
ジ
ル
版
マ
ー
チ)

や
ポ
ル
カ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
サ
ン
バ
の

場
合
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
と
呼
ば
れ
る
華
や
か
な
衣
装
を
身
に
着
け
サ
ン
バ
を

踊
り
打
楽
器
隊
な
ど
に
よ
る
演
奏
や
歌
で
行
進
し
ま
す
。
４
日
間
の
開
催
中

は
世
界
各
国
か
ら
見
物
客
が
集
ま
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
リ
オ
の
カ
ー
ニ
バ
ル

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
マ
ル
ケ
ス
・
ヂ
・
サ
プ
カ
イ
通
り
に
あ
る
サ

ン
ボ
ー
ド
ロ
モ(

サ
ン
バ
会
場)

で
行
わ
れ
る
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
の
パ
レ
ー

ド
。
こ
の
会
場
で
の
パ
レ
ー
ド
は
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
呼
ば
れ
る
１４

チ
ー
ム
が
２

日
間
に
わ
た
り
練
習
の
成
果
を
９０

分
で
競
い
ま
す
。
１４

チ
ー
ム
中
、
下
位
２
チ

ー
ム
が
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
落
ち
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
上
位
２
チ
ー
ム
が
Ａ
グ
ル
ー

プ
に
上
が
り
ま
す
。
Ｂ
グ
ル
ー
プ
が
行
う
場
所
は
、
リ
オ
・
ブ
ラ
ン
コ
通
り

で
こ
こ
は
無
料
で
見
学
が
で
き
ま
す
。
サ
ン
バ
チ
ー
ム
は
エ
ス
コ
ー
ラ
・
ヂ
・

サ
ン
バ(

直
訳
：
サ
ン
バ
の
学
校)

と
呼
ば
れ
、
こ
れ
は
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
も

の
で
、
リ
オ
市
や
隣
接
す
る
他
の
市
に
点
在
す
る
地
域
を
代
表
す
る
サ
ン
バ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
す
。 

カ
ー
ニ
バ
ル
総
出
演
者
は
５
万
人
を
越
す
と
言
わ
れ
て
お
り
、
世
界
最
大

で
す
。
情
熱
の
町
、
世
界
三
大
美
景
、
美
港
、
夜
景
等
々
、
世
界
中
の
人
々

か
ら
絶
賛
さ
れ
て
い
る
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
が
熱
く
燃
え
る
４
日
間
で
す
。 

【
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
カ
ー
ニ
バ
ル
】
中
世
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
い
て
、
貴
族

た
ち
が
身
分
を
隠
し
て
庶
民
と
交
わ
っ
て
遊
ぶ
た
め
に
マ
ス
ク
を
付
け
て
町

に
繰
り
出
す
よ
う
に
な
っ
た
の
が
起
源
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
都
市
国
家
と
し
て
「
ア
ド
リ
ア
海
の
女
王
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
大
い
な
る
繁
栄
に
よ
っ
て
カ
ー
ニ
バ
ル
に
限
ら
ず
、
毎
日
の
よ
う
に

お
祭
り
騒
ぎ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
仮
面
と
い
う
隠
れ

蓑
を
利
用
し
て
、
モ
ラ
ル
に
反
す
る
よ
う
な
行
為
も
横
行
す
る
よ
う
に
な
り
、

一
時
期
仮
面
は
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
近
代
に
入
っ
て
、
か
つ
て
の

栄
華
を
偲
ぶ
人
も
増
え
、
現
在
で
は
カ
ー
ニ
バ
ル
の
期
間
に
人
々
が
再
び
仮

面
を
手
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
カ
ー
ニ
バ
ル
に
参
加
す
る
人
々
は
、

何
ヶ
月
も
か
け
て
準
備
を
し
ま
す
。
そ
の
衣
装
や
仮
面
は
豪
華
絢
爛
、
そ
し

て
芸
術
的
。
華
や
か
な
衣
装
や
仮
面
を
つ
け
て
、
優
雅
に
運
河
沿
い
を
歩
く

人
々
。
中
世
の
世
界
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
な
気
分
に
な
れ
ま
す
。 
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